
大規模構造物の設計方法

世界初の旋回式アーチ可動橋の設計は如
何にして行われたかを説明して、未知なる
構造物の設計方法を学習する



夢舞大橋の架橋位置





なぜ、旋回式浮体橋
か？



道路橋などの形式比較
1. 固定橋・・・桁下空間６０ｍ 航路幅２００ｍ
（斜張橋） 総延長 ２,４３０ｍ
１）アプローチ橋としてループ橋が必要
２）道路用地が多く必要・・・工費1.2倍

2.沈埋トンネル 総延長 1,470m

１）航路内工事となり施工調整が難しい
２）工費・・・・１.3倍

３．シールドトンネル 2,640m x 2本
１）地上への取り付け延長が長くなり島内の
道路連絡に支障がある

２）工費・・・・２.0倍



可動橋の必要性

・埋め立て地の土地利用

・航路計画



旋回式浮体橋

・埋め立て地の地盤変動

・可動時の動力

・工事期間

・海象条件



夢舞大橋の概要



一般交通用道路橋

我が国初の本格的浮体橋

大型海洋構造物



土木・機械・造船技術の結集

新技術への挑戦



今後の海洋開発
への嚆矢



浮体橋の特徴





浮力



風、波浪、潮流、地震



ゴムフェンダー係留

風、波浪

潮流、地震
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旋回プロセス



回転ピン



緩衝桁

緩衝桁



反力壁

反力壁



タグボート

で旋回



旋回完了



技術的課題



波浪中

係留浮体動揺
実験

動揺

係留システム

弾性影響



１００年期待値の外力条件による



・動揺シミュレーション解析

・ フェンダー変位データ

・ 浮体橋動揺データ





波浪中

係留浮体動揺
実験

動揺

係留システム

弾性影響
波浪中

弾性応答実験



・ 波浪中弾性応答特性

・ 波浪中弾性応答解析法





波浪中

係留浮体動揺
実験

動揺

係留システム

弾性影響
波浪中

弾性応答実験

旋回及び
仮係留実験



・旋回機能

・旋回機構部に作用する荷重

・数値シミュレーションの有効性





出渠

ドック内大組立

現地据付



建造
（造船所ドック内）



ポンツーン設置完了

中央径間補剛桁の架設

ポンツーﾝ上の架設

側径間補剛桁の架設



ドック内大組立完了



出渠
（ドックからの引き出し）



出渠状況（その１）

出渠状況（その２）



曳航







現地据付
（閉橋手順の要領）



現地据付状況（その１）

現地据付状況（その２）



現地据付完了



舞洲

夢洲

淀川

京都
奈良

大阪市街地

夢舞大橋



浮体橋の適用例

琵琶湖横断連絡橋の建設

堅田~彦根間の約１０Kｍに適用

約２０分で繋がるので経済効果は大きい

慎重な環境評価が必要である

琵琶湖の底面は泥状で杭が打てない
よって、浮体橋が有利






